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１．広島湾再生パネル展（平成 27 年 3 月 7 日～8 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料－２ 平成 26 年度における市民等との連携のための活動実施状況 
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３．広島湾再生のための連携に向けた意見交換会について 

３．１ 実施概要 

 広島湾の保全活動を実施する団体や、各主体の連携・協働による活動の促進につながるようなパートナーシッ

プづくりに向けた連携策について話し合うため、NPO 等と行政関係者による意見交換会を 4回開催した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施概要 

 

意見交換会に参加した NPO 等の団体名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

意見交換会 開催状況 

 

第２回（H26.8.19実施）

意見交換会の目的

広島湾再生の
取り組みの展開
→行政だけでは

限界がある

広島湾再生の取り組み
への理解者を増やし、

活動を活性化する

広島湾の保全活動を実施する団体の増
加や、各主体の連携・協働による活動の
促進につながるようなパートナーシップづ
くりに向けた連携策について話し合う。

意見交換会の目的：最終目標：

意見交換会の進め方

第１回（H26.7.17実施）

○多様な主体の参画による市民参加型活動の実施について（意見交換）

○第１回意見交換会での意見や課題の共有
○多様な主体の参画による市民参加型活動の実施について（意見交換）

会場：中国環境パートナーシップオフィス（EPOちゅうごく）

第３回（H27.2.5実施）

○第２回意見交換会での意見や課題の共有
○各主体の連携・協働による活動の理念案について（意見交換）
○具体的な活動方針（案）について（プロジェクトチーム）

第４回（H27.3.12実施）

○プロジェクトチームの具体的な進め方について

平成25年度の意見交換会での検討結果（平成26年度の検討事項）

○多様な主体の参画による市民参加型活動の実施について
○活動情報の共有・提供のためのプラットフォーム（仮）づくりについて

エコロジー研究会ひろしま

京橋川かいわいあしがるクラブ

NPO法人　自然環境ネットワークSAREN

NPO法人　瀬戸内里海振興会

（公財）日本釣振興会広島県支部

NPO法人　ひろしまNPOセンター

広島県釣りインストラクター連絡機構

NPO法人　ひろしまジン大学

広島連塾Sus☆テラス

NPO法人　もりメイト倶楽部Hiroshima

NPO法人　ゆあーず「食」未来研究所

EPOちゅうごく「環境省中国環境パートナーシップオフィス」 ファシリテーター

団　体　名
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３．２ 結果とりまとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題の整理
広島湾再⽣の課題

○シンポジウム・フォーラム等への参加⼈数の減少
○ホームページへのアクセス数の減少 などの問題

※広島湾再⽣⾏動計画
第２回中間評価結果

（課題）

①⽔辺への触れ合いの場や機会の提供
②効果的なPRやイベントの実施 など

ＮＰＯ活動における課題

○NPO活動に対する、市⺠の認知度の向上と活動への参加者の拡⼤
○NPO同⼠、NPOと⾏政間での情報やノウハウなどのコーディネー
ト

○持続可能な活動の展開（ボランティアや後継者の育成等）

（課題）

平成25年度 意⾒交換会

①市⺠・NPOや⾏政などの多様な主体が、⼤きな⼀つの理念を持つ。
②⼀つの理念のもとで各団体が共通の活動を⾏いながら、⼤きなムーブメントを起こしていく。
→その結果、ＮＰＯの活動を強化するとともに、市⺠の関⼼を⾼め、市⺠の⾃主的な⾏動にもつなげていく。

○⽔質（⾚潮や貧酸素など）は⼀定の改善傾向
○環境学習活動などの⾏政の取り組みは増加

⼀⽅では･･･

⾏政の取り組み
だけでは限界

・ＮＰＯ間や、産、官、学との連携による活動強化
※これまでになり魅⼒的な取り組みの実現

・効果的な情報発信による魅⼒の向上
※新たな担い⼿の確保

・広島湾の保全・再⽣の活動に対する市⺠の関⼼の向上
・多様な主体の参画による環境保全活動等の展開

国の施策動向

○瀬⼾内海国⽴公園指定80周年 →各地でＰＲ・啓発活動が活発化
○瀬⼾内海環境保全基本計画の⾒直し
→森・川・海のつながりに配慮した、多様な主体による地域毎の⾥海づくりを重視

広島湾への市⺠の関⼼を⾼め、⾏動へつなげていく好機

（課題）
多様な主体や市⺠が、⾥海づくりのために何らかの関わりを
持って参画し、それを継続していくこと

どうやってつなげていくか？

広島湾再⽣のためには、
多様な主体をつなげて

活動を強化していくことが必要
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（仮）〜森・川・街・海のつながりを⼤切にし、私たちが世界に誇れる⾥海「広島湾」を⽬指す〜
「森・川・街・海のつながりを⼤切にすることが、広島湾の再⽣につながる」をテーマに、私たち市⺠が愛着を持って、⾃らの
⼿で、豊かで親しみやすい、世界に誇れる⾥海「広島湾」づくりを⾏う。

・豊かな⾥海「広島湾」を⽬指すために、都市部や島を含む⾊々な⼈々が関わりながら、森・川・街・海が連携した活動を実施していく。
・森が荒廃したり川からのごみが多くなれば、東京湾や⼤阪湾以上に環境へ悪影響を及ぼすことを市⺠にＰＲし、保全活動への参加を促す。

①市⺠が森・川・街・海のつながりの⼤切さや取り
組みの重要さを知り、⽇常⽣活の中で出来る活動
を実践

②森・川・街・海における活動間の広がり・連鎖
（例：海の清掃活動参加者が、森や川の清掃活動にも参加）

③次世代の広島湾再⽣を担う⼦どもたちの育成
（例：学校教育では教えない森・川・海の⼤切さを教える） など

森・川・街・海の連携により期待される効果世界に誇れる広島湾の⾥海（SATOUMI）づくり

○流域の７割以上が森林。 ※東京湾や⼤阪湾は４割以下
○１年間に、北部海域の容積の６割以上に相当する河川⽔が流⼊。
※東京湾や⼤阪湾では１〜２割程度

「⾥海」は瀬⼾内海で⽣まれた概念 → ローマ字の「SATOUMI」として、世界も注⽬

我が国のこれまでの⾥海づくりは、「海の再⽣」を⽬的にしたものが多数

広島湾が、新たな⾥海モデルとして、世界的に注⽬されることが期待される。

森・川に加え都市部や島まで巻き込んだ⾥海づくりは、これまでほとんど例を⾒ない試み

○広島湾は、島の数が多く、⾃然と触れ合える箇所が多い。
○太⽥川では全国でも珍しい、都市部でのシジミ漁が⾏われている。

※シジミは川と海の⽔が混ざる場所で⽣息するので、森・川・街・海をつなぐ⾥海づくりのシンボルになる

広島湾独⾃の⾥海づくり

森から出て川を流れる豊かな⽔が、カキ養殖などの豊かな海を育くむ

１．⽔・⾃然

２．⼈・触れ合い

太⽥川のシジミ漁（雁⽊組HPより） ⼲潟との触れ合い観察会（宮島）
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広島湾 ⼤阪湾 伊勢湾 東京湾

流域の森林⾯積の割合
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年間流⼊河川流量／海域容積

⼈々の⽣活が、森・川・海・島に密着している

理念（案）

他にはない、広島湾の特徴
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まずは、共通の理念のもとで、多様な主体
が広島湾独⾃の⾥海づくりを⾏うための情
報共有や情報発信の場として、共通のプ
ラットフォームをつくる。

理念（案）

具体的な活動⽅針（案）

プラットフォームに参加するメンバー（任
意）が、⾃分たちがやってみたい活動の
テーマを決めてプロジェクトチームをつく
り、具体的な活動やイベントの実施に繋げ
ていく。

Step 1

Step 2

（仮）〜森・川・街・海のつながりを
⼤切にし、私たちが世界に誇れる⾥海

「広島湾」を⽬指す〜
「森・川・街・海のつながりを⼤切にすること
が、広島湾の再⽣につながる」をテーマに、私
たち市⺠が愛着を持って、⾃らの⼿で、豊かで
親しみやすい、世界に誇れる⾥海「広島湾」づ
くりを⾏う。

共通のプラットフォーム

NPO

NPO

市⺠団体等

⾏政

市⺠団体等

⾏政
情報共有
情報発信 など

プラットフォーム

プロジェクトチーム（複数）

・活動のテーマを決めて、具体的な活動やイベントを企画・提⾔。

・興味のあるメンバーが任意でチームに参加。

・必要に応じ、新規メンバーもプロジェクトに追加。

森・川・街・海のつながりを⼤切にするためのプロジェクトを⾏い
ながら、将来的には市⺠も巻き込んだ⾥⼭・⾥海づくりを⽬指す。

都市部や島の⽅々が加わることによる、
他にはない、広島湾独⾃の⾥海づくり
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NPO等との連携に関するスケジュール（案）

H26年度 H27年度 H28年度

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

PT（プロジェクト）を設
置することについて
了承

H27.2.5 NPO意見交換会

・PTの進め方
・今後のスケジュ

ールの確認

NPO意見交換会
（H27.3.12）

【 ①間伐材等を利用した海域環境再生PT 】

【 ②多様な主体の参画のための企画検討PT 】

間伐材、カキ筏廃材等
を活用した海域環境再
生に向けた課題整理

・モデルプロジェクトの企画案作成
・関係者との調整事項の整理

・モデルプロジェクト実施に向け
た資金調達、実施候補地検討

・関係者との諸調整

・モデルプロジェクト
の具体化

（事前調査等）

必要に応じ、参加メンバーを拡大
（企業、漁業関係者、行政等）

・多様な主体の参画のための企画案作成
・関係者との諸調整
・運営準備（会場等）

・企画の開催
・企画の継続
・参加者の拡大

※色々な立場の方が集える場づくり
※一過性のイベントではなく、次に繋げていく、

参加者を広げていくプログラム ・新たな連携PTの
展開

NPO等との連携に向けた共通のプラットフォームの試行
・イベント等でのNPO同士の連携・協力
・PTの検討に関する情報共有・情報発信 など

・パネル展等の開催

※市民への広報の推進

・NPOのイベント同士の連携
・行政のイベントへのNPOの参画 など

※市民の参加促進

NPO等との連携

広報活動等


